
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  

みんなの想いを力に変えて確かな未来を創る！！ 
令和5年第2回日野市議会定例会が5月31日から6月16日まで開催

され、市長より提出された議案、補正予算（第3号）などの審議、また自転

車ヘルメット購入助成を含む経済支援・生活者支援緊急対応として補正

予算（第４号）が組まれるなど、活発な議論が交わされました。審議された

議案については賛成多数で可決されております。 

本定例会で審議された内容や、一般質問で島谷ひろのりが議題とした

内容、トピックスも含め、以下、主な内容をご報告させて頂きます。 

2023 年 夏号 No.22 

■令和5年第2回定例会 議案等審議結果についての詳細は日野市議会ＨＰへ 
http://www.city.hino.lg.jp/shigikai/gian/1024137.html ⽇野市HP ページID 1024137 

Ⅰ．令 和 ５年 第 ２回 定 例 会 補 正 予 算 について（抜 粋 ） 
（単位：千円） 

予 算 科 目 物価高騰対策 補正金額 

民生 

子ども医療費助成の所得制限撤廃  37,840 

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金の支給 〇 649,990 

障がい福祉サービス事業所への支援 〇 50,728 

介護事業者への支援 〇 90,758 

民間保育園等への支援 〇 66,096 

子ども食堂への支援 〇 1,960 

衛生 

医療機関等への支援 〇 29,527 

帯状疱疹ワクチン任意接種への支援  33,395 

がん患者へのアピアランスケア支援  ６００ 

教育 
不登校児童・生徒への支援体制の強化  27,535 

私立幼稚園への支援 〇 30,427 

その他  136,760 

合  計 1,155,571 

■⼦ どもの医 療 費 助 成 制 度 の拡 充  
子どもの健康を守るため、 

義務教育就学児（小学生・中学生）および、 

高校生等を対象とした医療費助成制度における

「所得制限」と「一部負担金」を撤廃します。 

（令和５年１０月１日から） 

◇実施スケジュール（予定） 

 令和５年 7月～ 新規対象者に申請書を送付 

       １０月～ 制度改正開始 

がん患者が治療を受けながら、自分らしい社会生

活が送れるよう応援し、その支援のひとつとして、

外見（アピアランス）の変化への補正具に係る費用

を助成します。 

◇ 対象品  

ウイッグ、胸部補正具（補正パッド、補正下着など） 

◇ 助成金額 上限 20,000円 

問い合わせ先 日野市健康課（042-581-4111） 

 

■がん患 者 へのアピアランスケア助 成 事 業  



   
 

 
本年４月も、組織内部で役割分担のスリム化を図るなど、組織改編が行われま

した。これについては、新たな課題に対して、または既存の課題を更に解決してい

くため、組織改編が繰り返され自治体運営を行ってきていることであり、日野市

側の意図として「組織が変わることで、市民サービス向上に期待してほしい」との、

市民に対するメッセージも込められていることだと思います。 

本質問では、組織改編を進める中での日野市の電子メールアドレスの変更とそ

の後の対応について、現状をお伺いし、市民にもわかりやすい問い合わせ窓口の

周知徹底へと改善に向け、市の考えを質しました。 

●島谷ひろのり議員⇒今年の組織改編は、統合する部署もあれば、機能を移管することで部署が無くな

るケースなど、「担当課に紐づく」メールアドレス自体が大きく変わっている組織が、複数見受けられる。

新たに設定されたメールアドレスや、使わなくなるアドレス等の推移について。 

◆⽇野市 メールアドレスは、基本、課⼜は係単位に付与している。職員、個⼈単位での付与はしておらず、現在 165
のメールアドレスを利⽤。今年４⽉での組織改正で新規に作成したメールアドレス数と削除したメールアドレス数は無いが、
他の部署に移ったメールアドレス数は「6 件」。過去 5 年で「新規に作成したメールアドレス数は 7 件」、「削除したメールアド
レス数は 4 件」。「他の部署に移ったメールアドレス数は 18 件」となっている。 
●島谷ひろのり議員⇒ 実態として、業務の引継ぎ漏れに対する市民からのご指摘を私の方にいただい

た。業務の引継ぎ漏れは絶対にあってはならないし、市民目線で見ると問い合わせしていた担当課の

既存のメールアドレスと、日野市側の組織構造が変わってしまっているケースがある。組織体制と問い

合わせ先の変更点の「新旧対照表」を、ホームページや広報に記載することや、自動返信機能を活用し、

新規の問い合わせ先が市民に直接伝わる工夫など、問い合わせする市民が迷わない改善を求める。 

 

今回の質問は、日野市の重要施策である（仮称）子ども包括支援センター『みらいく』と、政府にて閣議

決定された「自殺総合対策大綱」のポイントが、どのように連携し、今後の日野市の自殺対策に位置付け

られていくのかについて、市の考えを質しました。 

●島谷ひろのり議員⇒ 自殺対策に限らず、様々な施策で日野市の課題として挙げられるポイントは、

「高校生・若者支援」。また、妊娠期や乳幼児期、小中学生への相談となると、担当課が違うことで、何

かしら相談したい市民側の目線に立つと、いわゆる「窓口のたらい回し」が散見される。 

（仮称）子ども包括支援センター「みらいく」による「高校生・若者支援」の観点での相談体制の補強点

を伺う。また、当事者へ適切な支援につないでいく「子ども・子育て総合相談窓口」の取り組みを伺う。 

◆⽇野市 現在、⽇野市内には中⾼⽣世代がメインの対象となる公的な相談窓⼝や居場所等がなく、課題
が表出してもつながる⽀援機関がない状況。（仮称）⼦ども包括⽀援センター「みらいく」では、新たに「中⾼⽣
世代専⽤の居場所事業」を展開していく。令和４年度の庁内調整において、「⼦どもなんでも相談」を「相談窓
⼝の充実」という施策カテゴリーで提案をしている。「⼦どもなんでも相談」では、⼦どもに関する各⽀援機関と連
携をしながら、常に⼦どもの視点に⽴って相談を受け助⾔や解決に取り組むことで、⼦ども・若者の⾃殺対策強
化に努める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〔１〕 組 織 改 編 について、市 ⺠ への丁 寧 な対 応 を求 める 

Ⅱ．島 ⾕ ひろのり⼀ 般 質 問 （概 要 ） 

〔２〕 ⽇ 野 市 自 殺 総 合 対 策 基 本 計 画 改 訂 に向 けた補 強 点 を問 う 


